
秋田県地球温暖化防止
マスコットキャラクター
「あすぴー」
あきた
　ストップ・ザ・温暖化
　　ピープル、みんなで

秋田県生活環境部温暖化対策課

１ 目的・沿革

２ 募集対象

（活動内容の区分）
❶

地球温暖化
防止に
係る取組

❷
循環型社会
形成に
係る取組

❸
環境教育・
学習に
係る取組

❹
環境美化に
係る取組

❺
その他
環境保全に
係る取組

　環境保全に関する実践活動が他の模範となる個人又は団体に対し秋田
県知事表彰する「環境大賞」が、環境保全に関する自主的な取組を促す
ことを目的として、平成10年に制定されました。
　令和６年度までに合わせて135の個人・団体が受賞しています。

（１）個人又は団体が秋田県内で実践している環境保全全般に関する活動事例を募集対象としています。
　主に、次の❶から❺に掲げる実践活動で、独創性や地域とのつながりがあり、他の模範となる活
動であれば内容は自由です。活動年数や年齢等の制限はありません。

　学校教育関係は、保育所、認定こども園、幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、
中等教育学校及び特別支援学校とします。また、団体には、企業、町内会、ＮＰＯ等のあらゆる種
類の団体を含みますが、学校教育関係は除きます。

（３）過去10年以内に当該環境大賞表彰（部門等問わず）の受賞歴がある場合は選考対象としません。
　平成26年度以前に環境大賞表彰又は他の知事表彰の受賞歴がある場合は、受賞対象と異なる取組
については選考対象となります。
　以前の受賞と同じ取組については、受賞時から顕著な発展性がある場合に限り選考対象とします。

（２）次の部門に分けて表彰を行います。

個人 学校教育関係 団体
ア イ ウ

令令和和 度度77年年令令和和 度度77年年

環境大賞環境大賞環境大賞環境大賞
募 集

　杉の皮を原材料とした防草資材｢杉皮防草マット｣を開発・販売している。通常は処分される杉の皮を利用
することで、製材工場で廃棄される杉の皮をゼロとした。マットは経年で土に還るため廃棄物が発生せず、
環境負荷が少ないことから地域の資源循環に貢献している。

　集落の森林整備を進めながら、間伐材等を薪やチップ材として販売し、森林資材の有効活用に寄与している。
　キノコの植菌やチェンソーの取り扱い講習等、森林に親しむ体験活動を通して森林を守ることの大切さを
伝え、森林を生かした地域づくりにも貢献している。

　50年以上にわたり、十和田湖国立公園の景観維持や環境保全のため、地元住民や交流のある事業者と協力し
て清掃を行っている。観光シーズンには毎月1回、湖畔遊歩道や地区内の歩道を清掃するほか、春と秋の年2回、
特定外来植物の駆除活動もしている。

問合せ先

二ツ井宝の森林（やま）プロジェクト

団体部門

特定外来植物 オオハンゴンソウの駆除の様子① 特定外来植物 オオハンゴンソウの駆除の様子② 清掃後の様子

小学生との杉の枝打ち体験 森林の手入れ体験 薪づくり倶楽部

防草マットの原材料（杉の皮） 防草マットの設置前 防草マットの設置後

〒010-8570 秋田市山王四丁目１－１
TEL：018-860-1560　FAX：018-860-3881
E-mail：en-ondanka@pref.akita.lg.jp
ホームページ：https://www.pref.akita.lg.jp/pages/genre/13307

【廃棄物を原材料として活用し環境に優しい製品を開発する】
三又建設株式会社

団体部門

団体部門

【森林（やま）とともに地域を育む】

大川岱自治会
【国立公園十和田湖の自然を守る会】



３ 応募方法

４ 選考方法
　選考委員会において、環境保全効果性、県民普及性、地域との連携性、独創性、継続性の５項目に
ついて審査を行い、審査の結果に基づき、環境大賞（秋田県知事賞）受賞者を決定します。

（１）受賞者には、賞状及び副賞を授与します。表彰は令和７年10月11日（土）開催予定の「第23回
あきたエコフェス～ゼロカーボンと３Ｒで変わる未来～」の開会式で行います。

　　  ※受賞者には別途時間、場所等詳細をお知らせします。
（２）表彰は、活動内容の区分を問わず、個人、学校教育関係、団体をあわせて５件程度とします。

③申込書に必要事項を記載の上、このパンフレット末尾の問合せ先へ提出してく
ださい（郵送、ＦＡＸ、メールいずれも可）。提出いただいた資料は返却しません。
大切な添付資料等はコピーを提出してください。

②秋田県ウェブサイト「美の国あきたネット」から申込書
をダウンロードしてください。

　受賞した活動事例は、秋田県ウェブサイト「美の国あきたネット」などで広く県民へ紹介します。
また、各種媒体を活用して、受賞した活動事例を広く情報発信していきますので御協力ください。

（１）募集期間 

　審査結果は、応募者全員に通知します。
５ 審査結果の通知

６ 表彰方法等

①地球温暖化防止に係る取組
　・再生可能エネルギー・省エネルギー活動、エコオフィス活動（家庭を含む。）、エコドライブ活動など地球
温暖化防止に実効性がある活動を行っている個人又は団体

　・食品ロス削減に向けた活動を実践している個人又は団体
　・地球温暖化防止を目的とした植林やその普及啓発を実践している個人又は団体
②循環型社会形成に係る取組
　・廃棄物の発生抑制、リサイクル推進に関する活動や普及啓発活動等の循環型社会の形成に向けた活動を実
践している個人又は団体

③環境教育・学習に係る取組
　・環境に関する教育・学習を実践している個人又は団体
④環境美化に係る取組
　・河川、道路、公園等の清掃活動、浄化活動を実践している個人又は団体
　・環境美化を目的とした植樹、植栽等の緑化活動を実践している個人又は団体
　・清掃、浄化、緑化、その他の環境美化思想の普及啓発活動を実践している個人又は団体
⑤その他環境保全に係る取組
　・環境保全全般（自然保護、水環境の保全など）に関する率先的、先進的な実践活動を行っている個人又は団体
　・環境保全に関し、普及啓発活動、その他公共的活動を実践している個人又は団体

７ 県民への紹介と情報発信について

【　 参 　考　 】

ＳＤＧｓフェスタ 大森山動物園での生物調査

　地域の清掃活動と海ごみ削減啓発運動、大森山動物園やＮＰＯ法人と協力した地域の在来種の保全活動、
生徒主催のＳＤＧｓイベントの開催等、学校全体で地域社会とのつながりを大切にしながら、地域素材を有
効に活用した実践活動を行っている。

　一般市民を対象に環境学習会を約10年間開催し、参加者は延べ200人を超える。また、令和５年度にあ
きたエコマイスター県北協議会※の事務局長に就任し、会員向けの環境学習会を実施している他、地域住民へ
事業参加を呼びかけ、地域の環境保全活動を促進している。　　　　※現名称「あきたエコ活動県北協議会」

　研修先のドイツで見た自然
と家と庭が一体化した美しく
魅力的な村づくりに感銘を受
け、にかほ市大竹地区入口 
の荒れた土地を開墾し、「ウェ
ルカムガーデン」として年間
を通じて花が咲くように植栽
をした。観光客や地域住民に
親しまれており、地域の環境
美化に尽力している。

藤原 清美

学校教育関係部門

地域住民に向けた環境学習会 エコクッキング講座 小学校での環境学習会

地域の植物ハマボウフウの植栽

【新屋高校ＳＳＣプロジェクト（ＳＤＧｓ×ＳＴＥＡＭ×Ｃａｒｅｅｒ）】
秋田県立新屋高等学校

個人部門

個人部門
【地球温暖化とＳＤＧｓをテーマにした環境学習会の実施】

【わが村を美しく】
佐々木 利子

植栽例 （庭園の風景） 作業風景 植栽した時の様子

＜選考対象の例＞ ※①～⑤の具体的な取組は、これらに限られるものではありません。

美の国あきたホーム＞部署別一覧＞生活環境部
＞温暖化対策課＞環境教育・環境保全活動等
＞「環境大賞」を募集します。

▲美の国あきたネット

（２）提出方法 
令和７年５月29日（木）～７月１日（火）午後５時必着
①応募は、自薦・他薦を問いません。

秋田県 環境大賞 検索

令和６年度の受賞例令和６年度の受賞例令和６年度の受賞例令和６年度の受賞例
（敬称略）


